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神奈川県相模原市に本店を置く相模原市農業協同組合（以下、JA 相模原市）の特産品である

ヤマトイモ（愛称「さがみ長寿いも」）は栄養価が高く、粘り気が強いことから、地域ではさまざまな料

理に使用されるとともに、暮れの贈答品としても人気があります。ただヤマトイモの生産は、形状が

安定せず、地中で成長するため出来具合がわからないことから、生産者の多くは「とても栽培が難

しい」といいます。また種芋
たね いも

の植付けや収穫時は人手が多くかかるため、容易に生産を拡大するこ

とができません。ここでは、さがみ長寿いもがどのように生産されているかということを紹介します。 

 
ベテラン生産者でも育てることが難しいヤマトイモ 

ヤマトイモは、粘り気の強い山芋であり、関西では「つくねいも」とも呼ばれます。神奈川県北部

に位置する JA 相模原市管内の土壌は、富士山の噴火で降り積もった黒色火山灰土が多いという

特性を活かし、1950 年代後半からヤマトイモの露地栽培が行われてきました。ただヤマトイモの栽

培は、ベテランの農業者でも「難しい」そうです。 

その理由の１つは、形状が安定しないからです。ヤマトイモの形状を大まかに分類するとイチョウ

型、棒型、バチ型の 3 つとなります。消費者に人気のある形状は、すりおろすときに握りやすい棒

型であり、生産者はこの棒型の生産拡大をめざし、毎年、種芋の切り方、植えるときの深さなどを工

夫しています。しかし、なかなか思うような形状にならないといいます。 

ヤマトイモは線虫による被害を受けやすい作物でもあります。そこで生産者は線虫対策として、

①毎年、畑を変更する、②種芋の植付けを実施する前年に、緑肥作物を育成することで畑の水は

けをよくする、という取組みを行っています。また種芋を植え付ける 1 か月ほど前までには、畑の消

毒作業や土壌診断などを完了しておくそうです。 

  

掘り起こしたばかりのさがみ長寿いも 左からイチョウ型、棒型、バチ型 
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加えてヤマトイモの収量は、種芋の品質に大きな影響を受けます。JA 相模原市の生産者は 2 月

頃になると、１つの種芋を 5 つくらいに切り、その切り口を石灰で消毒します。切り分けられた種芋

は土をかぶせて畑で春まで保存します。掘り起こすタイミングも重要です。理由は、雨が降り、湿度

が高い時期だと種芋にカビが生え、収穫するヤマトイモに栄養がいかなくなるからです。そこで生

産者は、気象条件を勘案し、掘り起こす時期を慎重に判断します。 

さらに種芋の植付けや収穫時は、多くの人手が必要になります。JA 相模原市は、相模原市と連

携し、農作業の手伝いを行う「援農者」の育成を研究したり、援農者と生産者（組合員）の仲介を実

施したりするなどの取組みを行っています。 

  

地域の援農者と一緒に植えるヤマトイモ 

それでは、ヤマトイモの栽培の手順をまとめてみます。 

相模原市では、4 月後半から 5 月上旬かけて種芋の植付けを行います。生産者は、線虫対策と

して、種芋の植付け前にトラクターで畑の土を掘り返し、地表から深さ 50～60 ㎝までの土を細かく

する作業を行います。こうすることで、水はけがよくなり、線虫の増加が抑えられるそうです。筆者が

生産者である佐藤隆一氏の畑を訪問した日は、援農者 8 人を含む 15 人程度の人々が 40a の畑

に 1 トンほどの種芋を植え付ける作業を行っていました。 

一日の作業は、種芋の掘り起こしから始まります。佐藤氏によると、ヤマトイモは「つるが生えてい

た頭の部分はデンプンが多く含まれているが、下の部分はデンプンが少ない」のだそうです。その

ためデンプンが多く含まれる頭の部分は小さく、下の部分は大きく切り分けます。種芋を畑から取り

出したときは、頭の部分に当たる種芋はすでに発芽していましたが、下の部分に当たる種芋はまだ

発芽していませんでした。頭の部分には栄養分が多く蓄積されていることがよくわかります。 

畑から取り出した種芋は、溝が掘られた別の畑に運び、畑を頭の部分の種芋、下の部分の種芋、

佐藤氏が育てた種芋（自種）に分けて植え付けます。種芋を種類別に分けて植える理由は、収量

や品質、耐病性といった情報を把握し、次年以降の生産に反映させるためです。 

植付けは畑の溝に種芋を一定の間隔で並べる作業のことです。種芋を並べる間隔が広いとイモ

  

種芋を掘り起こす作業 種芋を植える作業 
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はよく成長するそうですが、出荷箱に入らなくなると困るので間隔を調整して栽培します。溝に種芋

を並べ終わると、その上に土をかぶせ、畝をつくります。深く植えるとヤマトイモは棒型に育つと言

われています。 

その後、種芋はつるや葉を広げながら成長しますが、夏場までの成長の源は、葉で生産された

養分ではなく、種芋に蓄えられていた養分だそうです。また気温の高い日が続くと、ヤマトイモは棒

型ではなく、イチョウ型のように横に広がると言われています。 

8 月になると、生産者は追肥に加え、葉渋病を予防するための消毒作業を行います。葉渋病は

菌によって引き起こされ、葉やつるが枯れる原因になります。湿度と気温が高くなると発生しやすく

なるため、夏場の防除が欠かせません。 

 

手作業で収穫されるヤマトイモ 
収穫作業はヤマトイモのつるや葉が枯れた 10 月末から 11 月に行われますが、その前の 10 月

20 日過ぎに毎年、「坪掘共進会」が開催されます。坪掘共進会とは JA 相模原市の職員と生産者

が一緒にヤマトイモの出来具合を確認、評価する行事です。具体的には、イモを掘り起こす畑を無

作為に選定し、その畑の畝からイモを５つほど収穫し、JA 相模原市営農センターで生産者が中心

となって評価します。 

収穫作業は、枯れたヤマトイモのつると葉をまとめることから始まります。枯れたつると葉は軽い

ため、棒などを使って簡単にまとめることができますが、かさばります。 

つると葉を取り除くと、次にサブソイラーと呼ばれる機具をトラクターに装着し、ヤマトイモを掘り起

こします。ただサブソイラーで土を掘り起こしても、ヤマトイモはまだ畑に埋まった状態であるため、

生産者と援農者は手作業でヤマトイモを傷つけないようにそっと抜き取る必要があります。抜き取っ

たヤマトイモは、つるが生えていた頭の部分を畑の土に突き刺して乾かします。こうすることでイモ

の表面についた土が乾燥し、土が取れやすくなります（皮に傷がつくと、商品価値が落ちます）。 

ヤマトイモは 1 本のつるに 1 つのヤマトイモしか育ちません。また商品価値の高いヤマトイモの 

  

種芋に土をかける作業 左から生産者の佐藤隆一氏、節子氏、隆行氏 
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さがみ長寿いもの葉 収穫直前のさがみ長寿いもの葉 

特徴は、①線虫やコガネムシの幼虫のかじった跡がない（皮に小さな凹凸がない）、②形がよい、

③400～500ｇほどの重さがある、などです。特に②は、粘りや味などには問題がなくても、いびつな

形は皮がむきにくく、すりにくいため人気がありません。さらに最近では少子高齢化の影響を受け、

大きなヤマトイモが好まれなくなりました。 

収穫後、生産者はヤマトイモにエアを吹き付けて残っている土を落としたり、細かな根をバーナ

ーであぶったりして取り除きます。これらの作業を経て、きれいになったヤマトイモは 2 ㎏用と 4 ㎏

用の箱に詰めて出荷します。このようにヤマトイモの収穫時期は、さまざまな作業を短期間で行わ

なければならないため多くの人手がかかります。佐藤氏は年間延べ 100 人にものぼる援農者の協

力を受けており、さがみ長寿いもはまさに「地域ぐるみ」で生産されていることがわかります。 

 

自種の育成に挑戦 

JA 相模原市の生産者の多くは、種芋を購入して畑に植え付けてきました。しかし、近年では種

芋の生産者が減少しており、品質の高い種芋を入手することが難しくなりました。そこで佐藤氏は、

神奈川県農業技術センターに相談を持ち掛けると、種芋の育成を勧められました。 

自種の育成手順は、6 月頃にもととなる種芋を 2～4ｇの大きさに切り分け、長ネギ用の育苗資材

  

さがみ長寿いもを掘り起こす作業 
左から JA 相模原市の坂本貴司氏、生産者の佐藤隆

一氏、JA 相模原市の吉澤誠氏、小俣貴史氏 
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（チェーンポット）に入れて、畑に植えます。前述したようにヤマトイモは風通しがよくないと葉渋病

にかかることがあります。そのため自種を育成する畑の上には、弧を描くように「ダンポール」と呼ば

れるワイヤーを取り付け、つるがダンポールに巻き付くようにします。 

種芋は、翌年の 2 月に掘り起こします。この時期の種芋は 10 ㎝ほどに成長しています。これが

「自種の種芋」となり、購入した種芋とともに畑に植え付けます。佐藤氏は、この自種の耐病性など

を 2018 年以来、毎年確認しており、問題がなければ、「多くの生産者が今まで以上に安定して生

産できようになるだろう」と話します。 

このように品質の高いヤマトイモを生産するためには、種芋の入手、繁忙期の人手の確保などた

くさんの課題があります。JA 相模原市では、この多くの課題を生産者と JA 職員、そして地域が連

携して克服しようとしています。 

 

2023 年 4 月 18 日 

（たぐち さつき） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


